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開
会
に
先
立
ち
、
会
員
総
数
二
千

百
七
十
六
人
（
年
度
当
初
）、
出
席
者

百
五
人
、
委
任
状
千
三
百
三
十
九
人

で
、
大
会
が
成
立
す
る
こ
と
を
司
会

の
佐
々
木
光
一
執
行
理
事
が
報
告
。

議
長
に
渡
部
勝
彦
洋
楽
部
部
長
、
議

事
録
署
名
人
に
早
坂
貞
彦
理
事
長
と

田
村
政
晴
執
行
理
事
を
選
出
し
た
。

　

早
坂
理
事
長
よ
り
「
公
益
法
人
化

に
よ
り
、
会
員
各
位
の
言
動
も
重
み

を
増
し
、公
か
ら
の
信
頼
も
高
ま
る
。

こ
れ
ま
で
の
自
己
の
芸
術
深
化
と
共

に
、
こ
れ
か
ら
は
社
会
と
共
同
で
芸

術
の
振
興
を
図
る
こ
と
に
な
る
」
な

ど
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

執
行
部
よ
り
、
公
益
社
団
法
人
移

行
ま
で
の
経
過
説
明
に
加
え
、
新
定

款
に
適
合
す
る
諸
規
程
等
の
制
定
や

見
直
し
、
こ
れ
か
ら
制
定
す
べ
き
規

程
等
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
公
益
化

に
伴
い
、
事
業
計
画
と
収
支
予
算
は

法
の
趣
旨
や
監
督
官
庁
の
見
解
な
ど

か
ら
「
理
事
会
の
権
限
」
と
な
り
、

前
年
度
の
三
月
中
に
理
事
長
が
作
成

し
、
理
事
会
の
承
認
を
受
け
る
こ
と

に
よ
り
成
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た

め
、
平
成
二
十
五
年
度
の
事
業
計
画

及
び
収
支
予
算
に
つ
い
て
は
、
定
時

総
会
で
は
報
告
事
項
と
な
っ
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。

　

議
事
で
は
、
平
成
二
十
四
年
度
事

業
報
告
案
と
決
算
案
に
つ
い
て
提
案

が
あ
り
、
平
成
二
十
四
年
度
は
役
員

改
選
に
よ
る
新
体
制
の
も
と
、
平
成

二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
の
公
益
社

団
法
人
へ
の
移
行
に
向
け
た
申
請
へ

の
各
準
備
作
業
に
取
り
組
ん
だ
年
度

で
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
ま

た
、
十
二
月
十
二
日
に
宮
城
県
公
益

認
定
等
委
員
会
よ
り
公
益
認
定
の
基

準
適
合
の
通
知
を
受
け
、計
画
に
沿
っ

た
公
益
化
が
な
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、

執
行
部
の
原
案
通
り
に
可
決
さ
れ
た
。

　

仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦

楽
団
は
、
昭
和
四
十
八
年
、
市
民

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
し
て
仙
台
に
誕

生
し
、
地
域
と
人
々
に
支
え
ら
れ

て
成
長
し
て
き
た
。
東
日
本
大
震

災
で
は
、
被
災
地
域
へ
直
接
音
楽

を
届
け
る
こ
と
に
全
力
を
挙
げ
て

取
り
組
む
こ
と
を
決
意
し
た
。

　

災
害
に
音
楽
が
持
つ
大
き
な
力

を
信
じ
な
が
ら
も
、
活
動
を
始
め

る
時
期
に
迷
い
は
あ
っ
た
。
し
か

し
、
震
災
か
ら
二
週
間
後
に
復
興

支
援
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
た
。
街

角
か
ら
避
難
所
へ
学
校
へ
と
活
動

を
広
め
、
地
元
の
音
楽
家
、
各
方

面
の
関
係
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
で
演
奏
会
は
二
百
回
を
超

え
、
高
い
評
価
を
得
た
。

　

更
に
音
楽
資
源
の
活
動
と
し

て
、
復
興
に
寄
り
添
う
新
し
い
公

共
の
場
「
音
楽
の
力
に
よ
る
復
興

セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
被
災
地
と
全

国
を
繋
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
、
演
奏
者
と
演
奏
会
を
結
び
つ

け
る
な
ど
、
新
し
い
役
割
を
果
た

す
事
務
能
力
の
あ
る
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
育
て
る
。
児
童
生
徒

が
参
加
で
き
、
避
難
所
で
は
癒
や

し
と
励
ま
し
に
な
る
音
楽
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
発
し
て「
音
楽
の
力
」

を
蓄
積
す
る
。

　

一
方
で
は
、
支
援
を
受
け
る
側

か
ら
受
援
力
を
強
化
。
国
内
外
か

ら
音
楽
の
力
を
寄
せ
て
頂
く
と
共

に
、
財
政
運
営
の
厳
し
い
状
況
に

あ
る
仙
台
フ
ィ
ル
の
た
め
更
な
る

声
援
と
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

　公益社団法人移行後初の総会となる平成25年度の宮城県
芸術協会定時総会は、５月18日午後２時40分から、仙台市
青葉区の仙台市福祉プラザふれあいホールで開かれた。

芸術振興を社会と共に
公益社団初の定時総会

「公益法人の
新しい役割」

＝記念講演＝
仙台フィル参与
大澤隆夫 氏

公益社団法人
宮城県芸術協会
（郵便番号　980-0802）
仙台市青葉区二日町16-1

二日町東急ビル５- Ｂ
電　話　 （022） 261－7055
ＦＡＸ　 （022） 214－5184
E-mail:miyagi-geikyo@sunny.ocn.ne.jp
発行者　　早　坂　貞　彦

　題号の背後にある芸協の
シンボルマーク｢雲｣は、様々
な分野の芸術家達がふんわ
り集まり、巻雲のように盛
り上がって纏まった姿を表
す。創設当初の理事安倍郁
二氏によるデザイン。



平 成 25 年 7 月 18 日 は な や ま 第 197 号　�2
　

当
協
会
に
新
設
さ
れ
た
名
誉
会
員

に
、こ
の
た
び
十
五
人
が
就
任
し
た
。

　

公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
に
伴

い
、
新
し
い
定
款
で
は
従
来
の
顧
問

に
代
わ
っ
て
、
名
誉
会
員
を
任
命
で

き
る
と
規
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
定
款

を
受
け
た
法
人
運
営
規
程
で
は
、
①

法
人
運
営
へ
の
顕
著
な
功
労
②
芸
術

文
化
分
野
で
の
顕
著
な
功
績
③
満

八
十
五
歳
に
達
し
た
参
事
―
を
基
準

に
、
理
事
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
会
員

が
名
誉
会
員
に
該
当
す
る
と
し
て
い

る
。

　

こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
、
四
月

十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
理
事

会
で
推
薦
さ
れ
た
次
の
各
氏
が
名
誉

会
員
と
な
っ
た
（
敬
称
略
）。

①
に
該
当
＝
日
下
常
由
、
髙
倉
健
、

成
瀬
忠
行
、
星
悠
丈
、
渡
辺
雄
彦

②
に
該
当
＝
能
島
和
明

③
に
該
当
＝
髙
倉
勝
子
、新
澤
玉
雄
、

大
塚
青
雲
、
及
川
光
波
、
吉
住
小
と

わ
、
佐
久
間
晟
、
大
内
四
郎
、
針
生

乾
馬
、
山
崎
晁
秋

　

宮
城
県
で
は
初
め
て
日
本
芸
術
院

賞
を
受
賞
し
た
、
日
本
画
家
で
当
協

会
名
誉
会
員
の
能
島
和
明
さ
ん
の

「
能
島
和
明　

日
本
画
展
」
が
、
仙

台
市
青
葉
区
の
カ
メ
イ
美
術
館
で
開

か
れ
て
い
る
。七
月
二
十
八
日
ま
で
。

　

芸
術
院
賞
（
２
０
１
２
年
度
）
の

受
賞
作
は
、
昨
年
の
第
四
十
四
回
日

展
に
出
品
し
た
変
形
１
５
０
号
の

「
鐘
巻
（
黒
川
能
）」
だ
が
、
今
回

は
写
真
展
示
と
な
っ
た
。こ
の
ほ
か
、

黒
川
能
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
羽
衣
」

「
敦
盛
」「
社
若
」
の
大
作
を
は
じ

め
、
日
展
出
品
作
、
近
作
を
中
心
と

し
た
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
計
三
十
点
ほ
ど

を
展
示
し
た
。
七
月
十
四
日
に
は
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
行
わ
れ
た
。

　

能
島
さ
ん
は
多
摩
美
大
二
年
の
夏

に
黒
川
能
と
出
合
い
、
以
後
、
長
年

に
わ
た
っ
て
黒
川
能
を
モ
チ
ー
フ
と

し
て
き
た
。現
住
所
は
横
浜
市
だ
が
、

栗
原
市
の
栗
駒
山
に
ア
ト
リ
エ
を
構

え
て
、
創
作
に
励
ん
で
い
る
。

　

東
北
・
北
海
道
芸
術
文
化
団
体
協

議
会
主
催
の
「
東
北
・
北
海
道
交
流

書
道
・
デ
ザ
イ
ン
展
」
が
六
月
十
二

日
か
ら
十
六
日
ま
で
、
秋
田
県
立
美

術
館
で
開
催
さ
れ
た
。
会
期
中
の
来

場
者
は
三
百
二
十
二
人
だ
っ
た
。

　

今
回
は
七
道
県
の
団
体
か
ら
合
わ

せ
て
八
十
七
名
が
書
道
・
デ
ザ
イ
ン

の
ジ
ャ
ン
ル
の
ポ
ス
タ
ー
等
を
出

展
。
交
流
を
通
じ
て
創
作
の
質
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
に
、
芸
術
文
化
の

向
上
と
振
興
を
図
っ
た
。

　

当
協
会
の
書
道
部
会
員
の
池
田
僊

雲
、
大
友
青
陵
、
嵯
峨
大
拙
、
髙
橋

孤
舟
、
田
村
政
晴
、
千
葉
蒼
玄
、
中

塚
仁
の
七
氏
が
出
展
し
た
。

　

交
流
展
に
合
わ
せ
て
、
六
月
十
二

日
に
平
成
二
十
五
年
度
総
会
が
開
催

さ
れ
た
。
議
事
は
役
員
の
選
出
、
平

成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支

決
算
、
平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画

案
及
び
収
支
予
算
案
。

　

議
事
終
了
後
の
情
報
交
換
で
は
、

「
後
継
者
育
成
の
現
状
と
対
策
に
つ

い
て
」
と
「
共
催
金
、
補
助
金
、
賛

助
金
等
の
収
入
に
つ
い
て
」
の
二
つ

の
テ
ー
マ
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
各
県

道
が
抱
え
る
諸
課
題
を
め
ぐ
り
熱
心

な
話
し
合
い
が
な
さ
れ
た
。

　

来
年
度
か
ら
は
事
務
局
が
秋
田
県

か
ら
山
形
県
に
移
る
。

　

は
な
や
ま
第
一
九
六
号
発
行
後
に

就
任
し
た
各
部
門
の
部
長
、
副
部
長

は
次
の
と
お
り
（
◎
部
長
、
〇
副
部

長
）。

【
書
道
部
】
〇
太
田
蓮
紅
、
〇
建
部

恭
子
【
洋
楽
部
】
○
八
島
秀
【
邦
楽

部
】
○
佐
藤
皖
山
【
演
劇
部
】
◎
大

日
琳
太
郎
【
舞
踊
部
】
◎
高
橋
厚
子

【
洋
楽
部
】

▽
市
川
恵
美
（
仙
台
市
泉
区
）

▽
櫻
井
希
（
仙
台
市
太
白
区
）

【
邦
楽
部
（
邦
楽
）】

▽
佐
藤
亜
美
（
登
米
市
）

部
長
・
副
部
長
の
就
任

新
　
入
　
会
　
員

黒川能など30点
能島氏の芸術院賞記念展

 
名
誉
会
員
に
15
氏

法
人
へ
の
功
労
な
ど
基
準
に

７道県の87名出品

秋田で書道・デザイン展
東北・北海道芸文協

書道・デザイン展会場（秋田県立美術館）
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平 成 24 年 度 事 業 報 告
①宮城県芸術祭の開催

事　業　名 期　日 会　　　　場 入場者数 出品点数・会員出演者等
開場式 9/28 せんだいメディアテ－ク5Ｆ 65名 ―
絵画展 9/28 ～ 10/10 せんだいメディアテ－ク5・6Ｆ 10,654名 日65点・洋224点
写真展 9/28 ～ 10/3 せんだいメディアテ－ク５Ｆ 2,339名 79点
華道展 10/5 ～ 10 せんだいメディアテ－ク５Ｆ 3,266名 前期・後期各32点
彫刻展 10/5 ～ 10 せんだいメディアテ－ク５Ｆ 2,601名 会員作品21点・招待作家（２名・７点）
書道展 10/12 ～ 17 せんだいメディアテ－ク５・６Ｆ 4,757名 317点
工芸展 10/12 ～ 17 せんだいメディアテ－ク５Ｆ 1,814名 79点
文学散歩 9/25 ～ 26 栃木・茨城方面 29名 ―
茶会 10/14・21・28 輪王寺 3,367名 ―
長唄演奏会 10/21 仙台市民会館小ホール 201名 36名
「宮城県文芸年鑑」発行 10/15 　― ― ―
音楽会 10/31 仙台市青年文化センタ－ 712名 10名
文芸祭 10/27 仙台市戦災復興記念館 87名 ―
工芸展美里展 10/23 ～ 28 美里町近代文学館 280名 65点
写真展村田展 10/25 ～ 11/1 村田町町民体育館 442名 79点
絵画・書道展大崎田尻展 10/31 ～ 11/3 大崎市田尻沼部公民館 810名 日11・洋37・書37
閉会式 11/24 ホテルメトロポリタン仙台 307名

②芸術文化に関する展覧会、講演会、研究会、発表会の開催
事　業　名 期　日 会　　　　場 入場者数 出品点数等

第16回杜の都大茶会 5/26 ～ 27 勾当台公園 9,030名
宮城県芸術祭併催展示部門公募展
・絵画公募展 9/26 ～ 30 宮城県美術館県民ギャラリー 1,061名 応募128点
・彫刻公募展 10/5 ～ 10 せんだいメディアテーク５F 2,601名 応募10点
・写真公募展 9/28 ～ 10/3 せんだいメディアテーク５F 2,339名 応募250点
県民との美術交流・ギャラリートーク 10/6 せんだいメディアテーク５・６F 47名
みやぎミュージックフェスタinTOME 12/9 登米市祝祭劇場 400名
芸術祭受賞者・賞候補者による美術展 1/10 ～ 19 LBギャラリー 629名 28点
宮城県芸術協会絵画部門
現審査委員作品に見る「自律の様相」

1/29 ～ 3/10 カメイ美術館 1,732名 31点

第33回音楽コンクールピアノ部門 （参加者）
・予選 2/17 仙台市戦災復興記念館 100名
・本選 3/17 仙台市戦災復興記念館 36名
書道部による県内小中学校への講師派遣事業 通年 県内小中学校9校 ―

※「芸術祭受賞者・賞候補者による美術展」は昨年までの「宮城の気鋭展」の改称事業。

③国内及び国外との芸術文化の交流
事　業　名 期　日 会　　　　場 入場者数 出品点数等

仙台・大邱国際芸術交流展－書道・工芸・写真－ 6/12 ～ 17 宮城県美術館県民ギャラリー 1,068名 165点（内本協会・書：40点・工：40点・写：20点）
東北・北海道交流絵画・写真展 6/13 ～ 17 秋田県立美術館 761名 97点（内本協会・絵：5点・写5点）
中国吉林省文化交流事業「宮城県書道展」 ９/1 ～ 2 吉林省博物院 － 本協会出品作品37点

④研修会の開催
事　業　名 期　日 会　　　　場 入場者数 備考

絵画部スケッチ研修会 5/19 ～ 20 青森県（岩木山方面） 41名
記念講演会（講師：結城　登美雄 氏 5/12 仙台市福祉プラザ 126名
工芸部研究会 茶話会と作品鑑賞「茶道と工芸」 9/2 ぎゃらりー和楽 16名
書道部研修会（講師：伊藤　滋 氏） 10/14 せんだいメディアテーク 152名
第39回研修旅行 11/11 ～ 15 台湾 23名

⑤機関紙「はなやま」・「社団法人宮城県芸術協会会員名簿」の発行
事　業　名 発行号数 発行日 発行部数 内     容

機関紙「はなやま」発行

192号 4/20 2,550部 ・総会告知、新入会員一覧、各事業紹介等
193号 7/25 ・新理事長就任挨拶、総会報告等
194号 10/31 ・第49回宮城県芸術祭報告、各事業報告等
195号 １/30 ・理事長年頭挨拶、公益社団法人移行進捗報告、第49回宮城県芸術祭受賞者一覧等

平成24年度会員名簿発行 7/10 2,400部 隔年発行

⑥東日本大震災復興支援事業
部門 事業内容

書道部 沿岸部被災地区の小・中学校へ校名板・校歌額の寄贈（通年実施）
音楽部（洋楽） 「被災地に音楽を届けようプロジェクト」の実施（通年実施）

なお、上記事業以外にも宮城県芸術祭の会場等で各部門による企画・運営で支援事業を行った。
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平 成 25 年 度 事 業 計 画
（１）宮城県芸術祭の開催【公益目的事業１】
　本協会を中心として、宮城県、仙台市、河北新報社、宮城県教育委員会、仙台市教育委員会、公益財団法人宮城県文化
振興財団の７団体共催で、本年で第50回目となる宮城県芸術祭を開催する。期間は９月20日（金）の開会式（会場：せん
だいメディアテーク）から11月21日（木）の閉会式（会場：ホテルメトロポリタン仙台）の期間。各事業の詳細は次のとおり。

事業種別 事　業　名 期　　　日 会　　　場

展示関係事業

書道展 ９月20日～９月25日 せんだいメディアテーク５F・６F
工芸展 ９月20日～９月25日 せんだいメディアテーク５F
絵画展（会員展） ９月27日～10月２日 せんだいメディアテーク５F・６F
絵画公募展 ９月27日～10月２日 せんだいメディアテーク５F
絵画展（役員展・企画展） 10月４日～10月９日 せんだいメディアテーク６F
彫刻展・彫刻公募展 10月４日～10月９日 せんだいメディアテーク６F
写真展・写真公募展 10月４日～10月９日 せんだいメディアテーク５F
華道展 10月４日～10月９日 せんだいメディアテーク５F

演奏関係事業
長唄演奏会 10月20日 仙台市民会館
音楽会 10月31日 仙台市青年文化センター

文芸関係事業
文学散歩 ９月25日・26日 山形（酒田・鶴岡）方面
「宮城県文芸年鑑」発行 10月15日 850部発行
文芸祭 10月26日 東京エレクトロンホール宮城

茶会 茶会 10月13日・20日・27日 輪王寺

巡回展事業
工芸展大和展 11月９日～11月15日 大和町まほろばホール
写真展大和展 11月９日～11月15日 大和町まほろばホール
絵画・書道展松島展 11月上旬 松島中央公民館（予定）

※ なお、本年は芸術祭の開催期間中、絵画部、工芸部、書道部、華道部、洋楽部、文芸部、写真部の各部門の企画・運営による、
第50回の開催を記念する様々な記念事業を実施します。

（２）芸術文化の振興に関する展覧会、講演会、研究会、発表会などの主催又は後援【公益目的事業2】
事業種別 事　業　名 期　　　日 会　　　場

鑑賞機会提供事業
第50回芸術祭受賞者美術展 １月10日～１月19日 LBギャラリー
（カメイ美術館共催）第５回絵画作品展 １月下旬～３月上旬 カメイ美術館
ミュージックフェスタin栗原 ２月中旬 栗原市文化会館

伝統文化体験事業 第17回杜の都大茶会 ５月25日・26日 勾当台公園

人材育成事業

県民との美術交流（ギャラリートーク） ９月28日 せんだいメディアテーク５F・６F
書道部による県内小中学校への講師派遣事業 通年 県内小中学校

第34回音楽コンクール（ピアノ部門）
予選：２月９日 予選：仙台市戦災復興記念館
本選：３月21日 本選：仙台市戦災復興記念館

後援事業 本年も「河北美術展」・「河北書道展」・「河北工芸展」等に賞状及び賞金を提供するなど、本協会に申請のあった作
品展や演奏会に対し、後援名義の承認、必要に応じた賞状や賞品等を提供していく。（平成24年度承認実績：92件）

（３）国内及び国外との芸術文化の交流【公益目的事業3】
事業種別 事　業　名 期　　　日 会　　　場

東北・北海道芸術文化
団体協議会交流事業 東北・北海道交流書道・デザイン展 ６月12日～６月16日 秋田県立美術館

仙 台・ 大 邱 国 際
芸 術 交 流 事 業 仙台・大邱国際芸術交流公演 ９月６日 大邱文化芸術会館

（４）その他の事業（相互扶助等事業）について
事業種別 事　業　名 期　　　日 会　　　場　　等

会員研修

講演会（講師：大澤隆夫 氏） ５月18日 仙台市福祉プラザふれあいホール
絵画部スケッチ研修会 ５月25日・26日 山形県（庄内方面）
工芸部研修会 ７月頃 未定
書道部研修会 ９月22日 東京エレクトロンホール宮城
第40回研修旅行 11月頃 タイ・カンボジア方面（予定）

発行
機関誌「はなやま」発行 年４回（4・6・10・1月） 2,400部発行
「会員名簿」発行 ６月頃 ※公益社団法人移行に伴うもの

震災復興支援
【書道部】被災地区校名板・校歌額寄贈事業 通年 ２校程度に対応
【洋楽部】被災地に音楽を届けようプロジェクト 通年 年４回程度の開催
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科　　　　　　　目 当年度（a） 前年度（b） 増減（a-b）
Ⅰ　一般正味財産増減の部 　 　
　１．経常増減の部 　 　 　
　　⑴経常収益 　 　 　
　　　基本財産運用益 4,010 8,000 △ 3,990
　　　受取入会金 1,480,000 1,240,000 240,000
　　　受取会費 22,510,000 20,660,000 1,850,000
　 正会員受取会費 22,230,000 20,360,000 1,870,000
　 賛助会費受取会費 280,000 300,000 △ 20,000
　　　事業収益 11,102,654 5,319,178 5,783,476
　 参加費 9,124,640 4,085,000 5,039,640
　 入場料 1,296,300 1,222,750 73,550
　 会員名簿広告料 670,000 0 670,000
　 文芸年鑑売上高 11,714 11,428 286
　　　受取補助金等 受取民間助成金 600,000 400,000 200,000
　　　受取負担金 12,797,800 12,534,650 263,150
　 共催負担金 5,035,000 5,100,000 △ 65,000
　 会員負担金 7,762,800 7,434,650 328,150
　　　受取寄付金 90,000 8,343,283 △ 8,253,283
　 受取寄付金 70,000 8,343,283 △ 8,273,283
　 受取寄付金振替額 20,000 0 20,000
　　　雑収益 185,612 207,999 △ 22,387
　 受取利息 40,612 72,999 △ 32,387
　 雑収益 145,000 135,000 10,000
　　　経常収益計 48,770,076 48,713,110 56,966
　　⑵経常費用 　 　 　
　   　事業費 32,356,837 23,615,051 8,741,786

臨時雇賃金 1,324,150 1,135,700 188,450
　 旅費交通費 1,538,560 716,000 822,560
　 通信運搬費 1,657,527 1,574,044 83,483
　 消耗品費 2,266,265 1,637,647 628,618
　 印刷製本費 4,592,061 3,546,925 1,045,136
　 貸借料 4,282,460 3,949,000 333,460
　 保険料 26,200 24,375 1,825
　 諸謝金 1,084,075 1,224,498 △ 140,423
　 支払負担金 465,000 205,000 260,000
　 委託費 10,141,026 6,517,535 3,623,491
　 会議費 581,006 470,139 110,867
　 報償費 1,344,783 934,320 410,463
　 広告宣伝費 452,550 373,800 78,750
　 食料費 2,097,176 952,450 1,144,726
　 支払手数料 151,317 154,748 △ 3,431
　 雑損失 262,340 162,000 100,340
　 雑費 90,341 36,870 53,471
　　　管理費支出 22,551,407 26,482,909 △ 3,931,502

給料手当 10,334,893 9,582,108 752,785
　 賞与 2,414,980 2,340,220 74,760
　 臨時雇賃金 0 233,560 △ 233,560
　 退職給付費用 154,187 0 154,187
　 福利厚生費 1,419,544 1,391,089 28,455
　 会議費 624,129 542,976 81,153
　 交際費 250,750 277,286 △ 26,536
　 旅費交通費 800,725 882,860 △ 82,135
　 通信運搬費 668,756 804,092 △ 135,336
　 減価償却費 520,058 134,478 385,580
　 消耗什器備品費 0 2,395,392 △ 2,395,392
　 消耗品費 363,451 502,723 △ 139,272
　 修繕費 241,320 53,843 187,477
　 印刷製本費 872,578 645,493 227,085
　 光熱水料費 277,762 126,757 151,005
　 貸借料 567,600 936,820 △ 369,220
　 諸謝金 0 5,000 △ 5,000
　 租税公課 577,500 633,014 △ 55,514
　 支払寄付金 0 2,722,450 △ 2,722,450
　 支払手数料 199,018 222,708 △ 23,690
　 管理諸費 577,500 613,200 △ 35,700
　 渉外費 0 12,600 △ 12,600
　 委託費 535,000 43,143 491,857
　 食料費 0 96,265 △ 96,265
　 広告宣伝費 379,890 798,840 △ 418,950
　 雑費 771,766 485,992 285,774
　 経常費用計 54,908,244 50,097,960 4,810,284

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 6,138,168 △ 1,384,850 △ 4,753,318
　 当期経常増減額 △ 6,138,168 △ 1,384,850 △ 4,753,318
　２．経常外増減の部 　 　 　
　　⑴経常外収益 その他の経常外収益 　 　 　

法人運営引当金取崩額 0 22,000,000 △ 22,000,000
　特別事業引当金取崩額 0 10,000,000 △ 10,000,000

　　　　　         　その他の経常外収益計 0 32,000,000 △ 32,000,000
　 経常外収益計 0 32,000,000 △ 32,000,000
　　⑵経常外費用 経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 0 32,000,000 △ 32,000,000
　 他会計振替額 　 　 0

税引前当期一般正味財産増減額 △ 6,138,168 30,615,150 △ 36,753,318
　　当期一般正味財産増減額 △ 6,138,168 30,615,150 △ 36,753,318

　　一般正味財産期首残高 62,733,127 32,117,977 30,615,150
　　一般正味財産期末残高 56,594,959 62,733,127 △ 6,138,168

Ⅱ　指定正味財産増減の部　 　 　
受取寄付金　　 受取寄付金 0 200,000 △ 200,000

一般正味財産への振替額　 　 　
一般正味財産への振替額 20,000 0 20,000
当期指定正味財産増減額 △ 20,000 200,000 △ 220,000

指定正味財産期首残高 200,000 0 200,000
指定正味財産期末残高 180,000 200,000 △ 20,000

Ⅲ　正味財産期末残高 56,774,959 62,933,127 △ 6,158,168

【平成24年度決算】
科　　　目 平成 25 年度予算

公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計 内部取引控除 計
Ⅰ　一般正味財産増減の部 　 　 　 　 　
　１．経常増減の部 　 　 　 　 　
　 　⑴経常収益 　 　 　 　 　
　　　基本財産運用益 20,000 0 0 　 20,000
　　　受取入会金 800,000 0 800,000 　 1,600,000
　　　受取会費 11,420,000 0 11,150,000 　 22,570,000
　　　　正会員受取会費 11,150,000 0 11,150,000 　 22,300,000
　　　　賛助会費受取会費 270,000 0 0 　 270,000
　　　事業収益 5,836,000 5,475,000 0 　 11,311,000
　　　　参加費 4,046,000 5,475,000 0 　 9,521,000
　　　　入場料 1,750,000 0 0 　 1,750,000
　　　　　会員名簿広告料 0 0 0 　 0
　　　　　文芸年鑑売上高 40,000 0 0 　 40,000
　　　受取補助金等 600,000 0 0 　 600,000
　　　受取負担金 12,867,000 0 0 　 12,867,000
　　　　共催負担金 5,035,000 0 　 　 5,035,000
　　　　会員負担金 7,832,000 0 　 　 7,832,000
　　　受取寄付金 140,000 0 0 　 140,000
　　　　雑収益 130,000 0 80,000 　 210,000
　　　　受取利息 0 0 80,000 　 80,000
　　　　雑収益 130,000 0 0 　 130,000
　　　　経常収益計 31,813,000 5,475,000 12,030,000 　 49,318,000
　　⑵経常費用 　 　 　 　 　
　　　事業費 36,055,904 9,959,280 0 　 46,015,184
　　　　給料手当 7,590,770 594,207 　 　 8,184,977
　　　　臨時雇賃金 1,464,000 0 　 　 1,464,000
　　　　退職給付費用 381,820 29,889 　 　 411,709
　　　　福利厚生費 1,024,314 80,184 　 　 1,104,498
　　　　旅費交通費 2,537,000 537,000 　 　 3,074,000
　　　　通信運搬費 999,000 823,000 　 　 1,822,000
　　　　消耗品費 2,228,000 307,000 　 　 2,535,000
　　　　印刷製本費 3,241,000 1,344,000 　 　 4,585,000
　　　　賃借料 4,196,000 48,000 　 　 4,244,000
　　　　保険料 150,000 11,000 　 　 161,000
　　　　諸謝金 1,880,000 269,000 　 　 2,149,000
　　　　支払負担金 590,000 0 　 　 590,000
　　　　委託費 6,221,000 5,704,000 　 　 11,925,000
　　　　会議費 659,000 58,000 　 　 717,000
　　　　報償費 1,381,000 0 　 1,381,000
　　　　広告宣伝費 430,000 0 　 　 430,000
　　　　食料費 983,000 149,000 　 　 1,132,000
　　　　雑費 100,000 5,000 　 　 105,000
　　　管理費 0 0 11,425,216 　 11,425,216
　　　　役員報酬 　 　 876,000 　 876,000
　　　　給料手当 　 　 3,294,023 　 3,294,023
　　　　臨時雇賃金 　 　 0 　 0
　　　　退職給付費用 　 　 165,691 　 165,691
　　　　福利厚生費 　 　 444,502 　 444,502
　　　　会議費 　 　 557,000 　 557,000
　　　　交際費 　 　 280,000 　 280,000
　　　　旅費交通費 　 　 491,000 　 491,000
　　　　通信運搬費 　 　 536,000 　 536,000
　　　　減価償却費 　 　 455,000 　 455,000
　　　　消耗品費 　 　 428,000 　 428,000
　　　　修繕費 　 　 242,000 　 242,000
　　　　印刷製本費 　 　 560,000 　 560,000
　　　　光熱水料費 　 　 282,000 　 282,000
　　　　賃借料 　 　 567,000 　 567,000
　　　　租税公課 　 　 305,000 　 305,000
　　　　支払手数料 　 　 220,000 　 220,000
　　　　管理諸費 　 　 567,000 　 567,000
　　　　委託費 　 　 20,000 　 20,000
　　　　広告宣伝費 　 　 335,000 　 335,000
　　　　雑費 　 　 800,000 　 800,000
　　　　経常費用計 36,055,904 9,959,280 11,425,216 　 57,440,400
評価損益等調整前当期経常増減額 △ 4,242,904 △ 4,484,280 604,784 　 △ 8,122,400
   基本財産評価損益等 0 0 0 　 0
   特定資産評価損益等 0 0 0 　 0
   投資有価証券評価損益等 0 0 0 　 0
　　　　　　　評価損益計 0 0 0 　 0
　当期経常増減額 △ 4,242,904 △ 4,484,280 604,784 　 △ 8,122,400
２．経常外増減の部 　 　 　 　 　
　⑴経常外収益 　 　 　 　 　
　　経常外収益計 0 0 0 　 0
　⑵経常外費用 　 　 　 　 　
　　経常外費用計 0 0 0 　 0
　　当期経常外増減額 0 0 0 　 0
　　他会計振替額 4,242,904 4,484,280 △ 8,727,184 　 0
　当期一般正味財産増減額 0 0 △ 8,122,400 　 △ 8,122,400
　　一般正味財産期首残高 0 0 56,962,232 　 56,962,232
　　一般正味財産期末残高 0 0 48,839,832 　 48,839,832
Ⅱ　指定正味財産増減の部 　 　 　 　 　
　一般指定財産への振替額 △ 20,000 0 0 　 △ 20,000
　当期指定正味財産増減額 △ 20,000 0 0 　 △ 20,000
　指定正味財産期首残高 180,000 0 0 　 180,000
　指定正味財産期末残高 160,000 0 0 　 160,000
　 　 　 　 　 　
Ⅲ　正味財産期末残高 160,000 0 48,839,832 　 48,999,832

【平成25年度予算】
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道
の
六
部
門
に
よ

る
大
規
模
な
コ
ラ
ボ
作
品
で
、
約
一

時
間
の
上
演
と
な
る
。

　

二
月
に
最
初
の
実
行
委
員
会
が
持

た
れ
、
六
月
ま
で
に
八
回
の
実
行
委

員
会
を
重
ね
た
。
そ
の
中
で
、
こ
れ

ほ
ど
多
く
の
部
門
に
よ
る
コ
ラ
ボ

は
、
芸
術
協
会
始
ま
っ
て
以
来
の
も

の
な
の
で
、
コ
ラ
ボ
に
関
わ
り
な
が

ら
大
邱
に
行
け
な
か
っ
た
会
員
を
は

じ
め
、
多
く
の
芸
協
会
員
に
鑑
賞
し

て
も
ら
う
た
め
、
是
非
仙
台
で
も
上

演
し
て
欲
し
い
、
と
い
う
強
い
要
望

が
あ
が
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
公
演
は

公
益
法
人
に
な
っ
た
芸
術
協
会
が
一

般
の
方
々
に
広
く
事
業
を
紹
介
し
、

存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会

に
な
る
と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
三
月
開

催
の
理
事
会
で
審
議
さ
れ
、
仙
台
・

大
邱
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施

す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

　

仙
台
公
演
は
九
月
十
八
日
（
水
）、

青
葉
区
の
電
力
ホ
ー
ル
で
、
昼
夜
二

回
行
わ
れ
る
。「
復
興
祈
念
公
演
」

と
銘
打
ち
、演
目
は
大
邱
公
演
の『
希

望
の
灯
火
』
の
再
演
（
当
協
会
主
催
）

と
演
劇
部
の
大
日
琳
太
郎
氏
作
・
演

出
に
よ
る
管
弦
劇
『
天
の
赦
す
と
こ

ろ
』（
日
本
の
物
語
制
作
委
員
会
主

催
）
の
二
部
構
成
と
な
る
。

　

『
天
の
赦
す
と
こ
ろ
』
は
、
伊
達

政
宗
、
秀
宗
父
子
の
葛
藤
が
モ
チ
ー

フ
で
あ
る
。
今
年
は
政
宗
が
慶
長
遣

欧
使
節
団
を
派
遣
し
て
四
百
年
と
い

う
節
目
で
も
あ
り
、
時
宜
を
得
た
演

目
に
期
待
し
た
い
。

　

仙
台
公
演
の
入
場
料
は
指
定
席
当

日
券
四
千
円
の
と
こ
ろ
、
芸
協
会
員

は
所
属
部
門
を
通
じ
て
特
別
価
格
の

三
千
円
で
購
入
で
き
る
。
芸
術
協
会

挙
げ
て
の
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

実
行
委
員
会
は
部
門
を
超
え
て
で
き

る
だ
け
多
く
の
会
員
に
鑑
賞
し
て
も

ら
う
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

当
協
会
と
河
北
新
報
社
が
主
催
す

る
第
十
七
回
杜
の
都
大
茶
会
は
、
五

月
二
十
五
、二
十
六
日
の
二
日
間
、

仙
台
市
の
勾
当
台
公
園
で
開
か
れ

た
。
こ
の
茶
会
は
、
伊
達
政
宗
公
以

来
続
く
仙
台
の
茶
道
文
化
を
発
展
さ

せ
る
目
的
で
、
平
成
八
年
か
ら
始
め

た
も
の
で
、
金
沢
、
松
江
と
並
ぶ
日

本
三
大
茶
会
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

大
茶
会
に
は
、
当
協
会
茶
道
部
加

盟
の
十
三
流
派
が
参
加
し
、
二
日
に

分
か
れ
て
抹
茶
と
煎
茶
の
野
だ
て
を

行
っ
た
。
幸
い
好
天
に
恵
ま
れ
、
茶

道
を
嗜
む
方
々
だ
け
で
な
く
、
普
段

あ
ま
り
茶
道
に
親
し
む
機
会
の
な

い
市
民
も
加
わ
り
、
新
緑
の
公
園

で
お
茶
の
味
を
楽
し
ん
だ
。
二
日

間
の
茶
席
参
加
者
は
、
過
去
最
高

だ
っ
た
昨
年
の
九
千
三
十
人
に
迫
る

八
千
九
百
二
十
八
人
に
の
ぼ
っ
た
。

　

絵
画
部
の
ス
ケ
ッ
チ
研
修
会
が
五

月
二
十
五
、二
十
六
日
の
一
泊
二
日

の
日
程
で
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は

四
十
名
。両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、

絶
好
の
ス
ケ
ッ
チ
日
和
と
な
っ
た
。

　

一
日
目
は
山
形
・
旧
朝
日
村
の
田

麦
俣
多
層
民
家
を
経
て
、
松
ヶ
岡
開

墾
場
へ
。
残
雪
の
月
山
と
鳥
海
山
を

ス
ケ
ッ
チ
し
た
後
、
由
良
の
浜
の
ホ

テ
ル
へ
。
夜
の
懇
親
会
で
は
参
加
者

が
交
流
を
深
め
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
た
。

　

二
日
目
は
朝
か
ら
、
ホ
テ
ル
前
の

由
良
の
浜
の
風
景
を
ス
ケ
ッ
チ
。
そ

の
後
、
善
宝
寺
を
経
由
し
、
昼
食
会

場
で
参
加
者
に
よ
る
作
品
鑑
賞
会
を

開
催
。
作
品
を
前
に
二
日
間
の
成
果

を
参
加
者
同
士
で
語
り
合
っ
た
。
そ

の
後
、
出
羽
神
社
を
経
て
帰
途
へ
。

参
加
者
か
ら
は
大
変
好
評
を
博
し
、

充
実
の
研
修
会
と
な
っ
た
。

大
邱
で
音
楽
劇
・
仙
台
で
も
公
演

国
際
交
流
事
業
で
初
の
大
規
模
コ
ラ
ボ

 

新
緑
の
公
園
で
野
だ
て

第
17
回
杜
の
都
大
茶
会
　
　

 

絵
画
部
ス
ケ
ッ
チ
研
修
会

田
麦
俣
か
ら
由
良
の
浜
へ
　
　
　

９月18日に開催される仙台公演のチラシ
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第
五
十
回
宮
城
県
芸
術
祭
の
文
学

散
歩
は
、
九
月
二
十
五
日
（
水
）、

二
十
六
日
（
木
）
の
一
泊
二
日
で
開

催
さ
れ
る
。

　

テ
ー
マ
は
、「
芭
蕉
の
足
跡
と
藤

沢
周
平
の
原
風
景
を
た
ど
る
」
で
、

象
潟
（
秋
田
県
に
か
ほ
市
）、
酒
田
・

鶴
岡
（
山
形
県
）
方
面
を
訪
ね
る
。

　

象
潟
は
芭
蕉
が
「
奥
の
細
道
」
で

「
松
し
ま
は
わ
ら
ふ
が
ご
と
く
、
象

潟
は
う
ら
む
が
ご
と
し
」
と
記
し
、

紀
行
の
最
北
の
象
潟
は
、
芭
蕉
に

と
っ
て
ど
う
し
て
も
訪
れ
た
い
地
で

あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

酒
田
で
は
、
港
な
ら
で
は
の
文
化

を
見
学
。
鶴
岡
で
は
多
く
の
時
代
小

説
フ
ァ
ン
を
魅
了
す
る
藤
沢
周
平
記

念
館
、
羽
黒
山
、
さ
ら
に
は
森
敦
の

小
説
「
月
山
」
で
も
知
ら
れ
る
注
連

寺
な
ど
を
訪
ね
る
。
車
窓
の
風
景
も

深
山
、
日
本
海
と
美
し
い
。
芸
協
な

ら
で
は
の
充
実
し
た
旅
と
な
る
。

　

参
加
資
格
は
、
会
員
・
一
般
を
問

わ
な
い
の
で
、
広
く
参
加
し
て
頂
く

よ
う
お
待
ち
し
て
い
る
。

【
募
集
要
項
】

▽
日
時
＝
九
月
二
十
五
日
（
水
）・

二
十
六
日
（
木
）
の
一
泊
二
日

▽
募
集
人
員
＝
四
十
名

▽
参
加
費
＝
二
万
四
千
円

▽
申
し
込
み
＝
九
月
十
一
日
ま
で
に

芸
術
協
会
事
務
局
（
電
話
０
２
２
－

２
６
１
－
７
０
５
５
）
へ
。

【
日
程
と
コ
ー
ス
】

▽
九
月
二
十
五
日
（
水
）

　

仙
台
駅
西
口
バ
ス
プ
ー
ル
（
集
合

八
時
十
五
分
）
出
発
八
時
三
十
分
、

宮
城
Ｉ
Ｃ
→
寒
河
江
Ｓ
Ａ
→
櫛
引
Ｐ

Ａ
→
酒
田
み
な
と
Ｉ
Ｃ
→
象
潟
ね
む

の
丘
（
昼
食
）
蚶
満
寺
→
酒
田
（
土

門
拳
記
念
館
）
→
山
居
倉
庫
（
外
観

一
周
）
日
和
山
公
園
→
あ
つ
み
温
泉

（
た
ち
ば
な
や
）
着
十
七
時
三
十
分

▽
九
月
二
十
六
日
（
木
）

　

あ
つ
み
温
泉
出
発
八
時
三
十
分
→

鶴
岡
・
藤
沢
周
平
記
念
館
→
庄
内
観

光
物
産
館
→
羽
黒
山
頂（
出
羽
神
社
）

→
宿
坊
（
昼
食
）
→
羽
黒
山
五
重
塔

→
朝
日
村
多
層
民
家
→
注
連
寺
→
月

山
Ｉ
Ｃ
→
寒
河
江
Ｓ
Ａ
→
宮
城
Ｉ
Ｃ

→
仙
台
駅
西
口
着
十
八
時
。
解
散
。

（
文
芸
部
・
津
田
公
子
）

　

平
成
二
十
五
年
度
の
海
外
研
修

は
、
十
一
月
二
十
五
日
（
月
）
か
ら

二
十
九
日
（
金
）
ま
で
の
五
日
間
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
世
界
遺
産
ア
ン
コ
ー

ル
ワ
ッ
ト
探
訪
の
旅
と
決
ま
っ
た
。

　

ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
群
は
十
二
世
紀

前
後
に
建
て
ら
れ
た
建
造
物
だ
が
、

世
界
遺
産
の
中
で
も
群
を
抜
い
た
存

在
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
見
ど
こ
ろ
は
、
何
と
言
っ

て
も
巨
大
な
堂
宇
を
誇
る
ア
ン
コ
ー

ル
ワ
ッ
ト
。
城
塞
遺
跡
の
ア
ン
コ
ー

ル
ト
ム
、
東
洋
の
モ
ナ
リ
ザ
に
会
え

る
遺
跡
バ
ン
デ
ア
イ
・
ス
レ
イ
。
そ

し
て
巨
木
が
遺
跡
を
締
め
付
け
る
タ

プ
ロ
ー
ム
寺
院
等
々
だ
ろ
う
か
。

　

見
逃
せ
な
い
の
は
、
ア
ン
コ
ー
ル

ワ
ッ
ト
か
ら
昇
る
朝
日
と
シ
ュ
ム
リ

ア
ッ
プ
の
街
を
真
っ
赤
に
染
め
て
落

ち
る
夕
日
か
も
知
れ
な
い
。
き
っ
と

貴
方
の
心
に
大
き
な
思
い
出
を
作
る

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

【
主
な
旅
程
】（
変
更
に
な
る
場
合

あ
り
）

▽
十
一
月
二
十
五
日
（
月
）

仙
台
空
港
出
発（
ア
シ
ア
ナ
航
空
）

シ
ュ
ム
リ
ア
ッ
プ
泊

▽
十
一
月
二
十
六
日
（
火
）

ア
ン
コ
ー
ル
ト
ム
観
光

夕
日
鑑
賞　

伝
統
舞
踊
鑑
賞

▽
十
一
月
二
十
七
日
（
水
）

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
の
朝
日
鑑
賞

バ
ン
デ
ア
イ
・
ス
レ
イ
観
光

タ
プ
ロ
ー
ム
寺
院
観
光

▽
十
一
月
二
十
八
日
（
木
）

ベ
ン
・
メ
リ
ア
遺
跡　

博
物
館

夕
食
後
帰
国
の
途
へ

▽
十
一
月
二
十
九
日
（
金
）

仁
川
経
由
で
仙
台
着

【
募
集
要
項
】

▽
参
加
費
＝
二
十
一
万
円
（
総
額
）

個
人
保
険
は
別

▽
募
集
人
員
＝
三
十
名

最
少
催
行
十
五
名

＊
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

▽
申
し
込
み
＝
十
月
十
日
ま
で
に

芸
術
協
会
事
務
局
（
電
話
０
２
２

－
２
６
１
－
７
０
５
５　

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
２
－
２
１
４
－
５
１
８
４
）
へ
。

　

＊ 

芸
術
に
関
心
の
あ
る
お
友
達
の

参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

（
執
行
理
事
・
佐
々
木
光
一
）

文学散歩９月25日～26日

芭
蕉
の
足
跡
と
藤
沢
周
平
の
原
風
景
を
た
ど
る

研修旅行11月25日～29日

世
界
遺
産
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
探
訪
の
旅

《
参
　
加
　
者
　
募
　
集
》
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参
院
選
の
投
票
日
も
間
近
だ
が

（
本
紙
が
届
く
の
は
投
票
日
の
後

か
）、
こ
の
と
こ
ろ
政
治
家
や
官
僚

の
失
言
・
暴
言
が
相
次
い
だ
。
日
本

維
新
の
会
の
橋
下
徹
共
同
代
表
、
自

民
党
の
高
市
早
苗
政
調
会
長
、
復
興

庁
の
某
幹
部
…
▼
弁
舌
で
の
し
上

が
っ
た
人
は
、
や
が
て
弁
舌
で
失
敗

す
る
。
そ
ん
な
指
摘
が
な
さ
れ
た
り

す
る
が
、
そ
の
通
り
か
も
と
う
な
ず

か
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
と
は

少
し
違
う
が
、
最
近
の
国
会
論
戦
な

ど
を
聞
い
て
い
る
と
、
言
葉
の
乱
れ

が
目
立
つ
▼
ま
ず
、
気
に
な
る
の
は

「
を
入
れ
言
葉
」。
十
年
以
上
、
い

や
も
っ
と
前
か
ら
か
「
さ
入
れ
言
葉
」

が
話
題
に
な
っ
た
。「
や
ら
せ
て
い

た
だ
く
」
を
「
や
ら
さ4

せ
て
い
た
だ

く
」
と
す
る
た
ぐ
い
だ
が
、
悪
貨
は

良
貨
を
駆
逐
し
て
、
今
は
「
さ
入
れ
」

が
当
然
の
よ
う
に
も
な
っ
て
い
る
。

「
確
認
を4

し
ま
し
た
」「
議
論
を4

し

て
」
な
ど
、
不
要
な
「
を
」
を
入
れ

る
「
を
入
れ
言
葉
」
が
セ
ン
セ
イ
た

ち
の
好
み
の
よ
う
だ
▼
漢
字
の
読
み

誤
り
も
相
当
な
も
の
で
、
フ
ク
シ
マ

絡
み
で
よ
く
出
て
く
る
「
共
存
」「
依

存
」
な
ど
、
濁
ら
ず
に
読
め
、
と
注

意
も
し
た
く
な
る
。「
言
葉
は
生
き

物
」
と
は
言
う
け
れ
ど
…
。 

（
恂
）

事
務
局
日
誌

会 

務 

報 

告

４
・
15　

監
事
会

〇 

平
成
24
年
度
業
務
執
行
状
況
及
び
会

計
監
査

４
・
19　

理
事
会

○ 

平
成
25
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び

収
支
予
算（
案
）に
つ
い
て（
再
決
議
）

〇 

平
成
24
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
に

つ
い
て

○ 

平
成
25
年
度
定
時
総
会
の
開
催
に
つ

い
て

○
名
誉
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て

○ 

新
入
会
員
（
正
会
員
）
の
承
認
に
つ

い
て

５
・
18　

平
成
25
年
度
定
時
総
会

○ 

平
成
24
年
度
事
業
報
告
（
案
）
及
び

決
算
（
案
）
に
つ
い
て

５
・
27　
第
50
回
宮
城
県
芸
術
祭
委
員
会

○
第
50
回
宮
城
県
芸
術
祭
に
つ
い
て

　

①
第
50
回
宮
城
県
芸
術
祭
に
つ
い
て

　

②
役
員
（
案
）
に
つ
い
て

　

③ 

事
業
計
画
（
案
）
及
び
予
算
（
案
）

に
つ
い
て

　

④
授
賞
割
当
て
（
案
）
に
つ
い
て

　

⑤
挨
拶
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

後
　
　
　
援

☆
第
43
回
宮
城
書
芸
院
書
展

５
月
22
日
～
５
月
26
日

大
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー「
緒
絶
の
館
」

☆
「
栗
駒
山
讃
歌
」
佐
藤
貢
写
真
展

６
月
８
日
～
６
月
16
日

栗
原
文
化
会
館

☆ 

ア
ト
リ
エ
ク
マ
ガ
イ
藝
術
学
院
設
立

31
周
年
記
念
講
師
、
卒
業
生
、
小
品

展６
月
12
日
～
６
月
17
日

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
ん
な
一
書　

書
ギ
ャ

ラ
リ
ー
親
か
め
子
か
め

☆ 

第
２
回
全
国
や
き
も
の
フ
ェ
ア
in
み

や
ぎ

７
月
４
日
～
７
月
８
日

夢
メ
ッ
セ
み
や
ぎ

☆ 

第
101
回
日
本
水
彩
仙
台
展
・
同
時
開

催
・
第
49
回
宮
城
水
彩
展

７
月
５
日
～
７
月
10
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
蔵
王
写
生
会
44
回
展

７
月
５
日
～
７
月
10
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
１
回
リ
ア
ン
協
会
絵
画
展

７
月
12
日
～
７
月
17
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
30
回
日
本
新
工
芸
東
北
会
展

７
月
12
日
～
７
月
17
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
48
回
チ
ャ
ー
チ
ル
会
仙
台
展

７
月
12
日
～
７
月
17
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
49
回
宮
城
水
彩
展
栗
原
展

７
月
13
日
～
７
月
20
日

栗
原
文
化
会
館

☆
第
41
回
宮
城
野
書
道
展

７
月
19
日
～
７
月
23
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
24
回
宮
城
示
現
美
里
展

７
月
21
日
～
７
月
28
日

美
里
町
近
代
文
学
館

☆ 

第
32
回
板
橋
健
独
唱
会
〈
声
に
よ
る

表
現
の
可
能
性
を
求
め
て
〉　

７
月
26
日

仙
台
市
戦
災
復
興
記
念
館

☆ 

玄
穹
社
社
中
展
併
催
第
５
回
玄
穹
社

学
生
展

８
月
２
日
～
８
月
５
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆D
ance

と
杜
の
仲
間
た
ち
４
th

８
月
４
日

仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー

☆ 

仙
台
ピ
ア
ノ
デ
ュ
オ
の
会
第
15
回
記

念
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
中
井
恒

仁
氏
、
仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
メ

ン
バ
ー
と
共
に

８
月
６
日

仙
台
市
青
年
文
化
セ
ン
タ
ー

☆
第
58
回
筆
祭
り
全
国
書
道
展

８
月
９
日
～
８
月
12
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
60
回
河
北
書
道
展

８
月
15
日
～
８
月
19
日

藤
崎
本
館
７
階
催
事
場

☆ 

書
禅
会
創
立
90
周
年
記
念
書
禅
会
歴

代
会
長
四
代
書
展
池
田
僊
雲
作
品
展

８
月
16
日
～
８
月
21
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
52
回
新
洋
会
展

８
月
30
日
～
９
月
４
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
２
０
１
３
日
洋
会
東
北
支
部
展

８
月
30
日
～
９
月
４
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

会
員
の
入
賞
・
入
選
な
ど

◇
第
76
回
河
北
美
術
展

〈
日
本
画
〉
▽
河
北
賞
＝
梅
森
さ
え

子
▽
宮
城
県
知
事
賞
＝
庄
子
幸
一
▽

東
北
放
送
賞
＝
三
浦
長
悦
▽
宮
城
県

芸
術
協
会
賞
＝
遠
州
千
秋
▽
東
北
電

力
賞
＝
佐
々
木
智
朗
▽
審
査
員
奨
励

賞
＝
相
沢
ス
ミ
子
〈
洋
画
〉
▽
河
北

賞
＝
松
宮
榮
典
▽
青
森
県
知
事
賞
＝

小
栁
桂
子
▽
秋
田
県
知
事
賞
＝
佐
々

木
和
江
▽
福
島
県
知
事
賞
＝
阿
部
好

江
▽
東
北
放
送
賞
＝
鈴
木
宏
幸
▽
宮

城
県
芸
術
協
会
賞
＝
佐
々
木
康
夫
▽

藤
崎
賞
＝
小
川
和
子
▽
東
北
電
力
賞

＝
佐
治
紅
実
▽
山
本
壮
一
郎
賞
＝
山

形
牧
子
〈
彫
刻
〉
▽
東
北
電
力
賞
＝

山
中
ミ
サ
子

◇
第
44
回
日
展
入
選

〈
工
芸
美
術
〉
浅
井
裕
子
、
平
澤
富

子
、
川
北
京
子

◇
第
65
回
記
念
三
軌
展

〈
洋
画
〉
▽
文
部
科
学
大
臣
賞
＝
小

野
由
貴
子

〈
工
芸
・
染
織
〉
▽
奨
励
賞
＝
大
沼

み
ち
子

◇
第
66
回
示
現
会
展

〈
洋
画
〉
▽
会
員
賞
＝
尾
形
た
き
子

◇
第
72
回
水
彩
連
盟
展
入
選

〈
洋
画
〉
大
竹
幸
子

◇ 

第
26
回
日
本
の
自
然
を
描
く
展
無
鑑

査
推
挙

〈
洋
画
〉
阿
部
好
江

◇
第
61
回
二
科
会
写
真
部
展　

▽
日
本
カ
メ
ラ
賞
＝
福
田
絹
子

◇
第
61
回
二
科
会
写
真
展
入
選

紺
野
勝
司
、
庄
子
勇
夫
、
庄
子
紀
枝

昆
野
三
津
男
、
吾
妻
克
美

受
　
贈
　
書

す
ず
か
け
第
47
集
（
す
ず
か
け
短
歌

会
）、
俳
句
饗
宴
社
七
〇
〇
号
記
念
ア

ン
ソ
ロ
ジ
ー
（
鈴
木
八
洲
彦
）、
永
野

孫
柳
七
部
集
花
筐
（
鈴
木
八
洲
彦
）、

俳
人
協
会
宮
城
県
支
部
創
立
30
周
年
記

念
誌
（
俳
人
協
会
宮
城
県
支
部
）、
歌

集
遠
浅
（
斉
藤
梢
）

謹
　
　
弔

絵
画
部
（
洋
画
） 

遠
藤
美
惠
子
殿

平
成
25
年
１
月
21
日

茶
道
部
（
表
千
家
） 

都
築
宗
松
殿

４
月
２
日

書
道
部 

増
岡
清
翠
殿

４
月
22
日

書
道
部 

伊
比
松
園
殿

５
月
18
日

文
芸
部
（
俳
句
） 

佐
々
木
幸
子
殿

６
月
29
日

◇
会
員
名
簿
発
行
に
つ
い
て

　

前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お

り
、
平
成
二
十
五
年
度
版
の
会

員
名
簿
が
六
月
三
十
日
付
で
発

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

空
欄
は
会
員
か
ら
の
掲
載
辞

退
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
住
所
や
電
話
番
号
な

ど
を
変
更
さ
れ
た
場
合
は
、
書

面
に
よ
り
事
務
局
ま
で
連
絡
願

い
ま
す
。

◇
会
員
証
の
更
新
に
つ
い
て

　

四
月
一
日
か
ら
の
公
益
社
団

法
人
へ
の
名
称
変
更
に
伴
い
、

会
員
証
を
更
新
し
ま
し
た
。
部

門
と
名
前
を
ご
確
認
の
上
、
間

違
い
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務

局
ま
で
連
絡
願
い
ま
す
。

【
事
務
局
】
電
話
０
２
２
－

２
６
１
－
７
０
５
５
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
２
－
２
１
４
－
５
１
８
４

事務局から


